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小
川　

相
模
原
市
は
、
土
地
、
労
働

力
、
そ
し
て
津
久
井
の
水
が
あ
っ

た
の
で
、
昭
和　

年
の
市
制
施
行

２９

以
降
、
内
陸
工
業
都
市
と
し
て
急

激
に
発
展
し
、
現
在
で
は
中
核
市

と
な
っ
た
。

溝
口　

相
模
湖
町
は
、
水
源
地
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
基
幹
産
業
な
ど

は
な
い
が
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
施
策
を
進
め
て
い
る
。

天
野　

津
久
井
町
は
、
人
づ
く
り
を

し
よ
う
と
「
水
源
文
化
都
市
つ
く

い
」
と
い
う
こ
と
で
教
育
行
政
に

力
を
入
れ
て
き
た
。

新
市
の
目
指
す
将
来
像
に
つ
い
て

森
田　

合
併
し
て
交
流
が
盛
ん
に
な

れ
ば
道
路
が
必
要
で
あ
る
。
合
併

す
る
と
橋
本
が
中
心
と
な
り
男
女

共
同
参
画
の
活
動
範
囲
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

矢
越　

交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政

は
市
民
と
対
話
し
、
お
互
い
に
良

い
道
を
探
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
中
に
男
女
共
同
参
画
を
取
り

入
れ
た
い
。

天
野　

水
源
地
「
津
久
井
地
域
」
と

工
業
都
市
「
相
模
原
」
が
一
体
化

し
、
新
し
い
都
市
に
な
れ
ば
県
内

で
の
役
割
も
重
要
に
な
る
。

溝
口　

自
然
と
都
市
が
調
和
す
る
総

合
的
な
力
を
発
揮
で
き
る
市
と
な

り
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
と
確
信
す
る
。

小
川　

相
模
原
と
津
久
井
地
域
が
お

互
い
に
な
い
も
の
を
補
完
す
る
こ

と
に
よ
り
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
が
広
が
る
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
に
必
要
な
も
の
は
？

小
川　

効
率
的
な
行
政
運
営
や
市
民

参
加
に
よ
り
地
域
に
適
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
都

市
内
分
権
へ
の
努
力
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
、
個
性
が

輝
く「
彩
り
が
豊
な
ま
ち
づ
く
り
」

が
で
き
る
と
思
う
。

溝
口　

地
域
自
治
区
が
で
き
る
こ
と

　　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
合
併
で
目
指
そ
う　

新
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

の
質
問
票
に
対
す
る
回
答
も
行
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

各
地
域
の
持
つ
地
域
特
性
・
資
源

（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
に
つ
い
て

矢
越　

相
模
原
市
に
は
橋
本
、
相
模

原
、
相
模
大
野
と
い
う
３
つ
の
拠

点
が
あ
る
。
ま
た
総
合
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
の
充
実
し

た
施
設
が
多
い
。
城
山
町
は
市
街

地
に
接
し
て
里
山
の
風
景
が
残
る
。

津
久
井
町
は
広
大
か
つ
雄
大
な
自

然
な
ど
が
身
近
で
触
れ
合
え
る
。

相
模
湖
町
は
神
奈
川
県
の
水
源
で

あ
る
相
模
湖
が
あ
り
都
心
か
ら
約

１
時
間
で
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
。

森
田　

相
模
原
市
と
津
久
井
地
域
で

は
既
に
人
的
交
流
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
な
っ
て
活

動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
が
楽
し
み

で
あ
る
。

に
よ
り
、
住
民
と
協
働
し
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
。

天
野　

交
通
条
件
が
整
備
さ
れ
る
と

交
流
も
深
ま
る
。
新
市
で
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

質
疑
応
答

　

参
加
者
に
質
問
を
記
入
、
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
「
質
問
票
」
を
集
約

し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
回
答
い
た
し

ま
し
た
。

Ｑ
�
基
地
問
題
の
解
決
が
市
民
の
安

全
上
大
切
で
は
な
い
か
。

矢
越　

市
民
の
安
全
を
考
え
る
と
基

地
は
な
い
方
が
良
い
と
思
う
。
国

レ
ベ
ル
で
削
減
を
し
て
欲
し
い
と

考
え
る
。

Ｑ
�
住
民
投
票
を
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

小
川　

市
政
運
営
の
大
原
則
は
、
議

会
を
中
心
と
し
た
間
接
民
主
主
義

制
度
で
あ
る
。
今
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
合
併
協
議
の
説
明
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
時
期
を
見
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え
で

あ
る
。
住
民
投
票
に
は
時
間
、
費

用
が
か
か
る
た
め
、
別
な
方
法
で

市
民
の
意
向
を
把
握
す
べ
き
だ
と

思
う
。

天
野　

最
終
的
な
合
併
の
決
定
権
は

議
会
に
あ
る
。
合
併
協
議
も
継
続

し
て
い
る
た
め
、
議
会
も
住
民
投

票
を
す
る
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
。

Ｑ
�
津
久
井
郡
４
町
で
の
合
併
の
検

討
は
。

天
野　

津
久
井
郡
４
町
の
合
併
で
は
、

安
全
性
、
安
心
性
、
快
適
性
、
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
経
済
的
生
産

基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
無
理
だ
と
判
断
し
て
い

る
。

Ｑ
�
城
山
町
長
が
不
参
加
だ
が
ど
う

考
え
る
か
。

溝
口　

残
念
に
思
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
出
席
し
自
分
の
意
見
を
述
べ
、

住
民
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
方
が
良

い
と
思
う
。

（
敬
称
略
）

　

本
年
４
月
１
日
に
相
模
原

市
、
城
山
町
、
津
久
井
町
及

び
相
模
湖
町
の
１
市
３
町
に

よ
り
設
立
し
た
「
相
模
原
・

津
久
井
地
域
合
併
協
議
会
」

で
は
、
現
在
ま
で
に
６
回
の

協
議
会
を
開
催
し
、
合
併
の

方
式
や
新
市
の
名
称
を
は
じ

め　

の
協
議
項
目
な
ど
に
つ

３２
い
て
、
協
議
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
合
併
協
議
の

内
容
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
て
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
、
合
併
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に　

月　

日
（
土
）
相

１０

１６

模
原
南
市
民
ホ
ー
ル
、　

日
２０

（
水
）
杜
の
ホ
ー
ル
は
し
も

と
、　

日
（
土
）
神
奈
川
県

２３

立
相
模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
市
町
村
合
併
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て

は
、
当
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
か
ら
「
な
ぜ
、
い
ま
市
町

村
合
併
な
の
か
」
と
題
し
て

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
引
き

続
い
て
合
併
協
議
会
経
過
報

告
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
（
素
案
）
の
報
告
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

基調講演１０月１６日・１０月２０日

明治大学政治経済学部 牛山久仁彦助教授
　少子高齢化の急激な進展や住民の生活圏域の拡大、国・地方を通じた財政危機という状況の中で、自治
体もその規模の見直しや財政危機の克服に自ら取り組まなければならない。そこで、自己決定と自己責任
の原則のもとに地方分権改革を実効性のあるものとし、総合的な行財政主体を創ることが求められる。そ
の方法の一つとして市町村合併が考えられる。
　自然と産業が共存する「複合都市」相模原の将来のまちづくりをどのように考えていくのかが課題とな
ろう。すでに大規模な自治体である相模原市が津久井地域との合併を契機に都市内分権を考え、地方分権
時代に相応しい自治体づくりを考えていく機運があるとしたら合併を前向きに検討すべきだと思う。合併
協議の内容を踏まえ、損得勘定だけでなく、広い視野や観点から合併問題を考えていただければと思う。

基調講演１０月２３日

東海大学政治経済学部 吉田民雄教授
　少子高齢化など、私たちの暮らしを取り巻く状況が大きく変化している中で、新世
紀における安全・安心な暮らしを実現していくための基盤づくりが求められている。
自治体財政は一層厳しさを増すが、地域の多様な資源を生かして自己決定権を拡充し
ていくことが、地方分権改革への対応であり、市町村合併はそのための手段である。
　１市３町の合併が実現すれば、人口７０万弱の都市が誕生する。都市の規模は大きく
なるが、地方分権は市民の自己決定権の拡充をめざすものであるから、地域自治区の
活用などにより、「自分たちの地域のことは自分たちで」という、市民自治の展開を
行政と市民のパートナーシップにより進めることを考えてもよいのではないか。

１０月１６日　相模原南市民ホールにて

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（　

月　

日
相
模
原　
　
　
　
　

１０

１６

南
市
民
ホ
ー
ル
に
て
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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牛
山
久
仁
彦

明
治
大
学
政
治
経
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学
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長

小
川
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溝
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相
模
原
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津
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合
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天
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原
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